
23https://de.wikipedia.org/wiki/Gailtalbahn

ガイル谷線
ガイル谷線は、アーノルドシュタインとヘルマゴルの間の

ÖBB の単一線路の電化鉄道路線であり、アルノルトシュタ

インのルドルフスバーンフィラッハ - イタリアから分岐し、

ヘルマゴルを経由してケットシャッハモーテンまでガイル

谷を通ります。61㎞、傾斜 17/00

1994 年　オーストリア発行　
　　ガイル谷線 100 周年切手

                     　 1894 年 -----------------1994 年

インスブルック

グラーツ

イタリア
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マーバレー鉄道
Murtalbahn は、 オ ー ス ト リ ア の シ ュ タ イ ア ー マ ル ク 州 の

Unzmarkt 海抜 733 ｍから Murau と Tamsweg を経由してザル

ツブルク州の Mauterndorf 海抜 1116 ｍまで走る、760 ミリメー

トル（ボスニアゲージ）の狭軌鉄道です。このルート 76.1㎞は、

マリアツェル線に次ぐオーストリアで 2 番目に長い狭軌鉄道で

す。

1994 年　オーストリア発行　
　　　　　　　　マーバレー鉄道 100 周年切手
　　　　　                     　 1894 年 -----------------1994 年

https://de-m-wikipedia-org.translate.goog/wiki/Murtalbahn?_x_tr_sl=de&_x_tr_tl=ja&_x_
tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc

インスブルック

グラーツ

ザルツブルグ州紋章 シュタイアーマルク州紋章

2014 年　オーストリア発行　
　　　　　　　　マーバレー鉄道 120 周年切手
　　　　　                     　 1894 年 -----------------2014 年
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https://de-m-wikipedia-org.translate.goog/wiki/Schneebergbahn_(Zahnradbahn)?_
x_tr_sl=de&_x_tr_tl=ja&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc

シュネーベルク線 ラック式区間
　1897 年開業。現在ニーダーエスターライヒ州のシュニーベル

ク 577m から高雪山の終点 1796m 間 9.8㎞を運行。ゲージ 1 メー

トル、最大傾斜： 196  ‰　オーストリアで最長のラック式鉄道。

シュネーベルク山は、ニーダーエスターライヒ州のラックスシュ

ネーベルクグループにあり海抜 2076m にあります。ニーダーエ

スターライヒ州で最も高い山である。

1997 年　オーストリア発行　
　　　　　シュネーベルク線 100 周年切手

　　　　　                     　 1897 年 -----------------1997 年
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参考　　Zahnradbahn　ラック式鉄道

https://de-m-wikipedia-org.translate.goog/wiki/Zahnradbahn?_x_tr_sl=de&_x_tr_

tl=ja&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc

曳航機関車、パナマ運河

ラックアンドピニオンブレーキ付き
 ウォーターバラスト鉄道

混合運転：ラックセクションの
フルカ - オーバーアルプ - バーン列車

純粋な歯車式鉄道： 2 台の トレーラーカー
を備えたシーニゲプラッテ鉄道列車
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https://de-m-wikipedia-org.translate.goog/wiki/Ybbstalbahn?_x_tr_sl=de&_x_tr_
tl=ja&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc

イップス地方鉄道

ザルツブルグ

1998 年　オーストリア発行　
　　　　　　　イップス地方鉄道開業 100 周年切手
                     　　　　 1898-----------------1998 年　　　　

イプス谷線は、ニーダーエスターライヒ州の モストフィアテル

にある 760 mm（ボスニア軌間）の狭軌鉄道で総延長 75㎞、最

大傾斜 19  ‰の路線であった。海抜 360 ｍ、694m の高低差を

運行。2010 年 QBB が営業から撤退。3㎞区間と 30㎞区間に分

断され運行され、途中約 40㎞は廃線となった。
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ペストリングベルクバーン (Pöstlingbergbahn)
リンツにある長さ 2880 メートルの狭軌登山 鉄道で、ウーア

ファール地区とペストリングベルクを結んでいます。

標高差　海抜 263m から 519㎜

鉄道車両 XV は、2008 年に近代化される前に、山岳駅に到着し

ます。1897 年にメーターゲージで建設された登山鉄道は、 2008

年から 2009 年の間に 900 ミリメートルに再設計され、リンツ

の路面電車ネットワークに接続されました。世界で最も急勾配

の粘着鉄道の 1 つです。キャリパーブレーキを使用することが

決定されました。これは、ペンチのようにレールをつかむブレー

キシューで構成されています。

1998 年　オーストリア発行　
　　　　　ペストリングベルクバーン 開業 100 周年切手

                    　　　　　 1898-----------------1998 年

ザルツブルグ

ウィーン

リンツ

キャリパーブレーキの図

キャリパーブレーキの構造

https://www.google.co.jp/search?q=p%C3%B6stlingbergbahn&source=hp&ei=4tq
OYqLfOvi02roPr5u30Ag&iflsig=AJiK0e8AAAAAYo7o8pIeU2WrMMwSm8j_YMW
sKzMNUxMq&oq=P%C3%B6stlingbergbahn&gs_lcp=Cgdnd3Mtd2l6EAEYADIEC
AAQEzIECAAQEzIECAAQEzIECAAQEzIECAAQEzIECAAQEzIGCAAQHhATMgYIABA
eEBM6BggAEB4QBzoECAAQHlAAWOhuYM5-aABwAHgAgAGaAYgB2AKSAQMxL-
jKYAQCgAQKgAQE&sclient=gws-wiz
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ピンツガウ地方線

1998 年　オーストリア発行　
　　　　　　　ピンツガウ地方線 100 周年切手

                     　　　　 1898-----------------1998 年　　　　

  PinzgauerLokalbahn は、オーストリアのザルツブルク州にあ

る 760 ミリメートル（ボスニア軌）の狭軌鉄道です。2008 年

旧 ÖBB ル ー ト は、 SLBPinzgauerLokalbahn と い う 名 前 で ザ ル

ツブルク AG によって運営されています。ツェルアムゼーと

Vorderkrimml の間のザルツァッハ渓谷を約 53 キロメートルの

長さで走っています。 ザルツブルクピンツガウの高山地帯を通っ

てミッタージルとヴァルトの間の区間は、洪水による深刻な被

害のために 2005 年から通行不能になり、2 段階で再建されまし

た。ルート全体は、ザルツブルク州に引き継がれてから 2 年後

の 2010 年 9 月 11 日に再開されました。

52.6㎞　　海抜 752m から 911m　　最大傾斜 27  ‰

https://www.google.co.jp/search?q=pinzgau+bahn&source=hp&ei=JC-PYrzaLI6joAS
3w6wI&iflsig=AJiK0e8AAAAAYo89NDNRjiTpAEjyt1hj_0sHe8NamZ5b&oq=pinzgau
bahn&gs_lcp=Cgdnd3Mtd2l6EAEYADIGCAAQChATMgYIABAeEBMyCAgAEB4QChAT
MgYIABAeEBMyBggAEB4QEzIGCAAQHhATMgYIABAeEBMyBggAEB4QEzoNCAAQg
AQQsQMQgwEQBDoLCAAQgAQQsQMQgwE6BwgAEIAEEAQ6CAgAEIAEELEDOgoIA
BCABBCxAxAEOgUIABCABDoECAAQHjoECAAQDToGCAAQHhANUABYiaYEYJi1BGg
BcAB4AIABaogBsweSAQM5LjKYAQCgAQE&sclient=gws-wiz

インスブルック

ザルツブルグ
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1898 年にオーストリアの首都ウィーンとその周辺に開設された

公共交通機関でした。もともと、高速輸送鉄道は、帝国鉄道と

王立鉄道が蒸気機関車で運営する標準ゲージの鉄道であり、主

要鉄道に分類され、乗客輸送に加えて、郵便、荷物、商品の輸

送にも使用されていました。 その 37.918 キロメートルのより

狭いネットワークは、6 つの個別の路線、すなわち、アッパー

ウィーンバレーライン、ローワーウィーンバレーライン、ドナ

ウ運河ライン、ベルトライン、コネクティングアーク、および

郊外ラインで構成されていました。 1925 年に、市営のウィー

ン電気シュタットバーンがこのネットワークの大部分を引き継

ぎ、 1976 年から 1989 年の間にウィーン U バーンに統合されま

した。国鉄には郊外線のみが残っており、1987 年からウィーン

S バーンの一部となっています。

ウィーンシュタットバーン

2008 年　オーストリア発行　
　　　　　　　ウィーンシュタットバーン 100 周年切手

                     　　　　 1898-----------------2008 年　　　　

https://de-m-wikipedia-org.translate.goog/wiki/Wiener_Stadtbahn?_x_tr_sl=de&_x_
tr_tl=ja&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=sc
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ツィラータール鉄道

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%82%A3%E3%83

%A9%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AB%E9%8

9%84%E9%81%93

鉄道開業以前のツィラー渓谷（ツィラータール）は道路状態が
非常に悪く、観光産業の拠点であるマイヤーホーフェンへ向か
うためには途中のツェル・アム・ツィラー（ドイツ語版）で一
泊する必要があるほど交通の便に支障をきたしていた。その状
況を打破するため 1868 年以降ツィラー渓谷へ向かう鉄道を作
る動きが起き建設費用の削減などを目的として線路幅はボスニ
アンゲージとも呼ばれる 760mm の狭軌を採用し開業。1902 年
に用意された車両は蒸気機関車 2 両、客車 10 両、荷物車 2 両、
貨車 20 両であった。1928 年以降はトゥクスにあったマグネシ
ウム鉱山からの鉱石輸送を開始し、1976 年に鉱山が閉鎖するま
で続いた。1964 年に沿線の道路建設に併せて鉄道を廃止すると
いう動きが持ち上がったが、翌 1965 年にザルツブルクのタウエ
ルン電力会社（ドイツ語版）が沿線に水力発電所を建設するこ
とになり、その資材輸送をツィラータール鉄道が担当する事と
なった。新型機関車の導入や標準軌から貨車を直通させるため
のロールシェメルの導入、列車無線の採用など様々な施策を実
行し、発電所完成までに 325,000t ものセメントを輸送した功績
により、大量輸送機関としての鉄道の価値が見直され、ツィラー
タール鉄道の存続が決定した。81㎞　26  ‰

2008 年　オーストリア発行　
　　　　　　　ツィラータール鉄道 110 周年切手
                     　　　　 1898-----------------2008 年　　　　

インスブルック
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https://de.wikipedia.org/wiki/Montafonerbahn

モンタフォン鉄道
Montafonerbahn AG（略して MBS ）は、オーストリアのフォア

アールベルク州にある民間の 輸送会社です。そこでは、主にモ

ンタフォンでブルーデンツ - シュルンス鉄道路線を運営してお

り、鉄道インフラ会社であり、唯一の鉄道輸送会社でもあります。

Montafonerbahn は、オーストリアの標準軌支線 です。12.717 

km の長さの支線は、1905 年 12 月 18 日以降、シュルンスとモ

ンタフォン下流をブルーデンツに接続しており、アールベルク

バーンとリンダウ - ブルーデンツ鉄道線に接続されています。

12.87㎞　最大傾斜 25.25  ‰　海抜 681m

2005 年　オーストリア発行　
　　　　　　　モンタフォン鉄道 100 周年切手
                     　　　　1905-----------------2005 年　　　　

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン


